
















本報告では,小 規模校における多様な人間関係構築機会を保証するために,複数の学校を,ネ ッ ト会
議システムを用いて常時接続する学校連携プロジェク トの実践を行った。半年間の実践後,関 係者 に対
するインタビューを実施 し,本 プロジェク トに対する問題点を明らかにした。具体的には,学校 ごとに
時程が異な り,休み時間が同一ではないとい う問題があった。そのため,子 どもたちの交流が妨げられ
るとい う事態になっていた。また,複 数の学校で行っているため,学 校ごとにそれぞれのニーズが異な
るとい う問題が明らかとなった。












会 ・初等中等教育分科会の中に,「小 ・中学校の設置 ・
運営の在 り方等に関する作業部会」を設置 し,小規模校
における問題点の検討を行ってきている。2008年12月に
行われた 「小 ・中学校の設置 ・運営の在 り方等に関する


























の中における学校の歴史的(文 化的)価 値の喪失 とい う
点が挙げられる。柳(2005)が指摘 しているように,学
校,特 に古くか らある小学校は,たんにその地域(共 同
体)の 教育機関とい うだけにとどま らず,地 域の人々の












つま り,統廃合を行 う事で,ロ ーカル(共 同体の文化的
価値)を 切 り捨ててスケールメリットを享受するのか,
それとも統廃合せずにスケールメリットの享受を諦める
かわ りに文化的価値を守るのか,と い う事の選択を迫 ら
れているといえる。 しか し,学校とい う文化的価値を守
りなが らスケールメリッ ト,つまり多様な人間関係構築
機会を保証できる選択肢がありうるのであれば,子 ども
にとって も地域(共 同体)に とって も,そ れが一番 良い
事であるのは論 を待 たない。そ こで本プ ロジェク トでは,
へ き地 を多 く抱 え る福 井県 福 井市 の 学校 をモ デル に,
ICT(lnformationandCommunicationTechnology)を用
い るこ とで,へ き地 の小規模校 に通 う子 どもたちに,よ
り広 い人 間関係構 築機 会 を提供で きる環境 を構 築 し,実
践 を試み た。本 報告は,実 践 までの過程 を検 証す ること
によって,そ の実践の内包す る問題点 を明 らか にす るこ
とを 目的 とす る。
2.福 井県の現状
福井県 の現在 の人 口は,789,917人(平成26年8月1日
現在)で 昨年度,80万人 を ド回 った。平成15年時 には82
7,395人で あったので,IO年 の問に約37,000人の人 口減
とい うことになる。その 中の子 ども(0歳 ～19歳)の 人
口の推移 を表1に 示す。表 よ り明 らか なよ うに,10年間







































これ らの取 り組みは,長期的な視野で考えれば,へ き地
教育の充実につながっていくものではある。 しか し,先
述 したような小規模校の子 どもたちが抱えている人間関










しま うことである。そこで,本 プロジェク トでは,その
ような小規模校を3校選定 し,インターネッ トEで常時
接続することで学校間交流を行 うことを企図する。具体
的には,へ き地複式を採用 している複数の学校を,ネ ッ
ト会議システムを用いて常時ネッ トワークで結ぶととも
に,学校間交流を頻繁に行 う環境を構築する。本プロジェ
ク トのイ メー ジは図1の とお りで ある。 さ らに,3校 合
同のポータルサイ トを構築 し,ネ ット上および現実場面
での交流を図るとともに,それ ら交流の記録をポータル
サイ ト上 に蓄積 してい くことを企図す る。本プ ロジェク




関係 になって しま う。また,研 究のた めの研究 に陥 って
しま う危険性もある。反対に,年 に数回の現実場面の交
流のみだ と,一 時のイベ ン トで終わ って しま う危険性が
ある。子ども同±の継続 した関係構築にはつなが りにく
いことが予想される。そのような問題点を考慮 して,本






問題,教 員の仕事割振 りなど,種 々の 問題が生 じる。そ
こで本プ ロジェク トでは,福 井県教育委員会が行った
「小規模校合同授業推進事業」の推進小学校を対象学校





市内の3小 学校(A小 学校,B小 学校,C小 学校)を プ
ロジェク ト協力校に選定 した。各小学校の概要は表4に
示すとお りである。上記3校 にネッ ト会議システム(以
下 「システ ム」 と記す)を 導入 し,常 時接続 を行 った。
図3設 置 されたネ ッ ト会議 システム
システムにはエイ ネ ッ ト株式 会社の 「FreshVoice」を
用いた。 システ ムのサーバー を教育地域科学部附属教育
実践総合セ ンター(以 下 「セ ンター」 と記す)内 に置き,
セ ンター 内のサーバー を介 して各小学校 に設置 して ある
クライエン トマシンがつながる環境を構築 した。セ ンター
に設置 したサーバー は大学ネ ッ トワー クで はなく,セ ン
ター に引き込んだ専用回線 に接続 させた(図2参 照)。
本実践 は,常 時接続 されたネ ッ ト会議 システ ムを用い
ることで,プ ロジェク ト協力校の子 どもた ちによ り広範
な人間 関係構築機 会 を提供す ることを 目的 に行 ってい る
た め,シ ステ ムを教室で はなく,子 どもた ちが休み時間
等 に多 くい るパブ リックな場所 に設置 した。各学校で,
朝,シ ステ ムを立 ち上 げてそれぞれの学校 を結び,放 課
後,子 どもた ちが帰 った後で システ ムを終了す るまでの
間,各 学校 をつ なぎっぱな しの状態 に してい る。図3は
実際 に設置 されてい るネ ッ ト会議 システ ムで ある。 この
よ うなネ ッ トワークを用いた連携 の実践を行 うと同時に,
福井県教育委員会の 「小規模校合 同授業推進事業」で学
期 ごとに数回,3校 が一つの学校 に集ま っての協働授業
の実践 を行 った(図4参 照)。
プ ロジェク トは,2012年9月より実施の準備 を行った。
具体 的には,Webサーバ ーの構 築,ネ ッ ト会議 システ ム
のサ ーバー導入、各学校へ の システ ム環境の構築,ポ ー
タルサイ トの作成 などを行い,2013年7.月に各学校での
接続 テ ス トを行 った。2013年9月 よ り試用 を開始 し,
2014年4月よ り本運用 を行 ってい る。
5.明 らか とな った問題
本報告で は,小 規模校連携ネ ッ トワー クシステ ムの導
入,運 用 を行 ってい く上での問題点 を明 らか にす ること
を 目的 と してい る。 ここで は,導 入時 にお ける問題 と運
用 にお ける問題 とに分 けてま とめる。運用 にお ける問題
点 に関 して は,2013年12月お よび2014年3月にプ ロジェ
ク ト協力校の校長及び教頭へのイ ンタビュー をもとにま
とめた。
導入時の問題 と して,以 下の3点 が挙 げられ る。第一
にニーズ把握の問題で ある。本プ ロジェク トは3校 合 同
で行 うプ ロジェク トである。当然,3校 それ ぞれの状況,












れる。 しか し同時に,子 どもたち同士の接触を前提とす
るシステムのため,教師の 目の届くところとい う条件も
重要になってくる。子どもたちが休み時間多く利用する










と接続させるのだが,先 述 したとお り,設置場所は教師
の目の届く場所であるため,設置場所が教師用ネ ットワー
クになって しま うことがある。本プロジェク トの場合,
A小学校での設置場所が1階 の職員室前であり,教師用
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